
農林⽔産物の輸出促進研究開発プラットフォーム＠九州・沖縄 キャラバン シリーズ１
宮崎⼤学産学・地域連携センター 第21回 マッチングのためのラウンドテーブル （連携事業）

輸出⽤サツマイモを守れ︕九州基腐病対策研究会
第3回 基腐病と戦う
「サツマイモ基腐病対策技術ワークショップ」
【⽇時】

12⽉2⽇(⾦) 13:00〜18:00 (12:45開場)

農林⽔産物の輸出促進研究開発プラットフォーム＠九州・沖縄

ホームページからWEB申込み

https://www.agr.kyushu-u.ac.jp/~a2b-platform/topics

参加費無料
定員︓現地参加 20名

（事前申込が必要です）

【主催】 農林⽔産物の輸出促進研究開発プラットフォーム＠九州・沖縄
【共催】 宮崎⼤学産学・地域連携センター、公益財団法⼈九州⼤学学術研究都市推進機構
【お問い合わせ先】 公益財団法⼈九州⼤学学術研究都市推進機構【OPACK】 担当 ⽥代
TEL︓092-805-3677 E-mail︓info-qpf.2nd@agr.kyushu-u.ac.jp

申込締切11⽉30⽇（⽔）まで

【基調講演】
株式会社くしまアオイファーム 代表取締役社⻑ 奈良迫 洋介⽒

【ワークショップ】
①新しい検出⽅法 ②育苗技術
③殺菌技術 ④貯蔵・出荷対策など

【交流会】

【会場】
JR博多シティ９F会議室

(福岡市博多区博多駅中央街1-1)
※オンラインはありません。



「九州基腐病対策研究会」開催趣旨

南九州地域では、現在、サツマイモ⽣産を脅
かす「基腐病」が深刻化しています。輸出品⽬
としても重要な「サツマイモ」の産地を守るた
めには、この病気を知り、適切な対処を⾏うこ
とに加え、新しい病害対策技術を開発すること
が重要です。

これまで2回のセミナーで、サツマイモ基腐
病の病害や診断技術について専⾨家から解説し
ていただきました。

今回は、⽣産・流通・加⼯・販売など多様な
⽴場から、基腐病と戦う技術とは何かを議論い
ただき、基腐病対策の新たな視点から事業化に
つなげていきたいと考えています。

サツマイモ基腐病対策と向き合う様々な⽴場
の参加者の皆さまと意⾒を交わし、勉強会を設
⽴してまいります。多くのご参加をお待ちして
います。

【プログラム】

13︓00 開会
13︓05  基調講演

株式会社くしまアオイファーム
代表取締役社⻑ 奈良迫 洋介 ⽒

13︓55 ワークショップ／グループディスカッション

16︓00 ワークショップ／発表

16︓50 プラットフォームの活動紹介
九州基腐病対策研究会 今後の予定

17︓00 交流会
18︓00 閉会

＜参加規約＞
・応募者の個⼈情報は、当PF事務局が催すセミナーなどのご案内のみに利⽤させていただきます。
・資料、動画等の⼀切の著作権等は、主催者、出演者等に帰属しており、再利⽤、複製その他の著作権等を害する⾏

為を禁⽌させていただきます。

【農林⽔産物の輸出促進研究開発
プラットフォーム＠九州・沖縄】
農林⽔産物の輸出拡⼤のためには、⽣産・加⼯体

制、鮮度保持、品質規格・基準への適合、⽣活・⽂
化の違いを理解したマーケティングなど、未解決の
課題が⼭積しています。

本プラットフォームでは、農林⽔産省「知」の集
積と活⽤の場を基盤に、地域や企業の声を聴き、多
⽅⾯からの参画を求め、ニーズとシーズが交流でき
る場を構築することにより、バックキャスト型で研
究・実践する活動を幅広く展開いたします。

この度、研究テーマごとに「農林⽔産物の輸出促
進研究開発プラットフォーム＠九州・沖縄 キャラ
バン（略称︓きゅうおきキャラバン）」なる産学連
携交流会を開催し、課題解決・事業化を⽬指して取
り組んでまいります。
プラットフォームHP︓

https://www.agr.kyushu-u.ac.jp/~a2b-platform/#news

【きゅうおきキャラバン シリーズ１】


